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平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日
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閣
総
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臣

安
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晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
松
平
浩
一
君
提
出
教
科
書
の
重
量
化
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
松
平
浩
一
君
提
出
教
科
書
の
重
量
化
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
実
態
調
査
と
改
善
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
小
学
校

及
び
中
学
校
の
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
ペ
ー
ジ
数
が
増
加
し
版
型
が
大
判
化
す
る
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

も
の
の
、
教
科
書
は
民
間
が
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
著
作
編
集
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
教
科
書

の
重
量
を
制
限
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
般
に
、
授
業
で
用
い
る
教
科
書
そ
の
他
の
教
材
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
教
材
を
持
ち
帰
ら
せ
、
ど
の
よ
う
な
教
材
を
置
い
て
帰
ら
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
や
学
習
上

の
必
要
性
、
通
学
上
の
負
担
な
ど
の
実
態
を
考
慮
し
、
各
学
校
に
お
い
て
適
切
に
判
断
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文

部
科
学
省
に
お
い
て
、
各
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
各
学
校
に
お
い
て
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
、
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
教
科
書
の
大
き
さ
や
ペ
ー
ジ
数
に
つ
い
て
一
定
の
従
う
べ
き
基
準
」
を
定
め
る
こ
と
が
、
私
的
独
占
の
禁
止

及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
八
条
第
四
号
に
規
定
す
る
行
為
に
該
当
す

一



る
か
否
か
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


